
日本史授業プリント近世１(047) 鉄砲とキリスト教の伝来 

 

☆ヨーロッパ人の海外進出…大航海時代[１５Ｃ末～１６Ｃ] 

  要因 ①航海術の進歩  <例> 羅針盤     ②都市・商業の発達(重商主義政策) 

        ③東方貿易路の確保  ←香料などの需要・オスマン＝トルコの進出 

  １イスパニア  (２スペイン)…コロンブス(イタリア人)が西インド諸島へ[1492] 

             →マゼラン一行が世界一周    →フィリピンの３マニラを拠点に 

  ４ポルトガル  …ヴァスコ=ダ=ガマがインド航路発見[1498] 

→インドの５ゴア、マレー半島の６マラッカ、中国の７マカオを拠点に 

鉄砲とキリスト教の伝来 

Ａ．８1543 . ９ポルトガル人が10種子島  へ(中国船で)来航 ※11倭寇の12王直の船 『鉄炮記』 

  →領主13種子島時
とき

堯
たか

、鉄砲２丁入手(製造法も) ※鉄砲を火縄銃・種子島銃ともいう 

   →急速に普及  <例>14根来
ね ご ろ

  ・15雑賀
さいが

[紀伊]、16国友  [近江]・堺などで製造  

→戦術(17足軽鉄砲隊の組織)・築城法の変化 ※根来衆・雑賀衆などの活躍 

Ｂ．181549. 19フランシスコ=ザビエルが20鹿児島へ来航  

            イスパニア人  21イグナチウス＝ロヨラと共に22イエズス会 (耶蘇
や そ

会)設立 

    →鹿児島[23島津貴久]で布教 →翌年禁止 →上京、布教の認可は得られず 

    →山口[周防：24大内義隆]や府内[豊後：25大友宗鱗
そうりん

(義鎮
よししげ

)]で布教  →1551. 日本を去る 

 ☆26宣教師  (主にイエズス会)の活躍 

     司祭位にある者を27バテレン   (伴天連)、下位の者をイルマンという 

    <例>28ガスパル=ビレラ[ポルトガル人]…畿内で布教  29堺の自治を紹介(『耶蘇会士日本通信』) 

        30ルイス=フロイス[ポルトガル人]…信長と親交  『31日本史』著 

        32オルガンティーノ[イタリア人]…京都に33南蛮寺(教会)の建設 

        34ヴァリニャーニ[イタリア人]…35セミナリオ  ・36コレジオ  を設立 

神学校       宣教師養成 

    →キリスト教徒＝37キリシタン(切支丹)の増加  …九州１２万５千、畿内２万５千 

 ☆38キリシタン大名…キリスト教に入信  キリシタン保護→39南蛮貿易の利益 

  <例> 40大友義鎮   [豊後]  41大村純忠   [肥前]  42有馬晴信   [肥前]  

(洗礼名 フランシスコ)     (バルトロメオ)       (ジョン=プロタシオ) 

43小西行長[肥前]アウグスチノ  44黒田如水(孝
よし

高
たか

)[豊前]ドン=シメオン 

45高山右近   [摂津高槻] 洗礼名ジュスト  46細川忠興[丹後]・妻 ガラシア 

 47天正遣欧使節派遣     の派遣[481582]…49ヴァリニャーニの勧め 

→ローマ教皇グレゴリオ１３世に謁見 →1590. 帰国 

   50伊東マンショ  ・51千々石ミゲル(正使)、52原マルチノ・53中浦ジュリアン(副使)            

   組   番            . 

[   月   日] 



南蛮貿易 

 54南蛮  貿易…55主にポルトガルとの貿易  ※イスパニア来航は1584年(平戸) 

            ※56南蛮(人)…ポルトガル・イスパニアを指す 

   (ａ)貿易港 57平戸  ・58長崎   [肥前]、59府内  [豊後]  ←京・堺・博多などの商人           

   (ｂ)輸入  60生糸  ・絹布(中国産)、皮革・香料(熱帯産)・火薬・薬品・鉄など 

    輸出  61銀 ・62刀剣・漆器・海産物    

   (ｃ)性格  ・63中継貿易…日明貿易にかわる  <例>ゴア   マカオ   日本     

             ・64キリスト教の布教と密接に関係  ※布教を許可した大名の領内に寄港   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作業】種子島、鹿児島、長崎、平戸、山口、府内の位置を記入しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【時代順問題に挑戦】<センター2014Ｂ追試験> 

Ⅰ③ザビエルが，大内氏の城下町山口で布教を認められた。戦国 

Ⅱ①沖縄本島で，グスクを築くような按司とよばれる有力者が現れた。鎌倉 

Ⅲ②コシャマインの蜂起により，蝦夷地南部の館が陥落した。室町 

山口 
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